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SVMはパワフルだが… 
• 計算量とメモリ使用量 

– Training dataの素性の数が増えるごとに増大 

– SVMは、二次計画問題を解く 

–計算量は、
𝑂 𝑛𝑓𝑒𝑎𝑡𝑢𝑒𝑟𝑠 ∗ 𝑛𝑠𝑎𝑚𝑝𝑙𝑒𝑠

2 と𝑂 𝑛𝑓𝑒𝑎𝑡𝑢𝑒𝑟𝑠 ∗ 𝑛𝑠𝑎𝑚𝑝𝑙𝑒𝑠
3  

の間 

– もし、データがスパースなら、𝑛𝑓𝑒𝑎𝑡𝑢𝑒𝑟𝑠をnon-vector
の素性の数の平均に置き換えができる。 

 e.g. 𝑛𝑓𝑒𝑎𝑡𝑢𝑒𝑟𝑠 = 100000, 

 一つの用例には、𝑛𝑓𝑒𝑎𝑡𝑢𝑒𝑟𝑠の99.9%は０になってる  

 𝑛𝑓𝑒𝑎𝑡𝑢𝑒𝑟𝑠 ← 100000 ∗ 1 − 0.999 = 100 

 



SVC とLinearSVC 

• SVMでは、 

– カーネルに線形カーネルを利用するもの 

–線形カーネル専用のSVM 

                 が存在する。 

• LinearSVCの方が 

– かなり効果的に学習（並列計算機能） 

–数百万の素性や用例を利用して、パラメータを直線
的に調整できる 

              利点を持っている。 


